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2021年度実施概要 

教育委員会名 

与論町教育委員会 

採択活動名 

「ユンヌの海から世界へ」 

取り組みの概要 

推進協議会等の実施状況 

協議会名：与論町海洋教育推進協議会 

構  成： 

与論町教育委員会，各学校長・海洋教育担当教諭，与論町Ｂ＆Ｇ海洋センター，ヨロンＳＣ（Ｎ

ＰＯ法人），海謝美（地域清掃活動団体），E-yoron（一般社団法人），海の再生ネットワークよろ

ん（ＮＰＯ法人），ヨロン島観光協会（一般社団法人），与論町商工観光課・環境課，与論町地域

おこし協力隊，与論町漁業協同組合，シマノマ（ＮＰＯ団体），まなび島（学習塾），あんま－ず

（ＮＰＯ法人） 

開催状況： 

・ ５月 19日 令和３年度第１回役員会 

・ ７月９日 令和３年度第１回総会・連絡会 

・ 10 月 28 日 令和３年度第２回役員会 

・ 11 月 11 日 令和３年度第２回連絡会 

 

特例校の申請状況（令和 4年度教育課程特例校の新規指定へ申請中） 

科 目 名：海洋教育科「ゆんぬ学」 

学 校 名：与論小学校，那間小学校，与論中学校 計３校 

     ※なお，茶花小学校は変更申請手続きにより特例校継続 

申請内容： 

・ 目標 

 海と人との共生に係る見方・考え方を働かせ，与論島の海とくらしの課題について探究するこ

とを通して，「島だちの力」を身に付ける。 

・ 内容  

 町内の全ての小・中・高等学校と地域住民が連携・協働しながら「与論島の海とくらしの課題

についての探究活動」を展開することにより，与論島の子供たちに，自分の夢や目標に向かって

力強く歩んでいくための「自己開示の力・自己表現の技術・レジリエンス・豊かな職業観や勤労

観・探究的に学ぶ姿勢」等(＝「島だちの力」)を身に付けさせる。 

 総合的な学習の時間の時数の一部等を削減し，減じた時数を海洋教育科「ゆんぬ学」に割り当

てる。総合的な学習の時間で身に付けた「自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判

断し，よりよく問題を解決する資質や能力」や「学び方やものの考え方」を与論島の実社会で生

かすことにより，それらの資質や能力等を「島だちの力」へと強化していく。 
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公開研究会・授業研究会・教員研修会・発表会等の実施状況 

① 与論町教育研究会「海洋教育部会」 

実施状況：２回（詳細は「内容」参照） 

参 加 者：那間小学校 川 崎 哲 史 教頭（海洋教育部会顧問） 

     与論小学校 西 村   翼 教諭（海洋教育部会部員） 

     与論小学校 清 藤 賢 一 教諭（海洋教育部会部員） 

     茶花小学校 吉 永 紀 子 教諭（海洋教育部会部長） 

     那間小学校 有 島 しほり 教諭（海洋教育部会部長） 

     与論中学校 西 田 広 一 教諭（海洋教育部会部員） 

     与 論 高 校 髙 橋 智 亮 教諭（海洋教育部会副部長） 

     与論町教委 兒 玉 拓 世 指導主事 

目  的： 

 町内全ての学校の海洋教育担当者による協議をとおして，与論町が推進する海洋教育の展開の

在り方について検討する。 

内  容： 

〔第１回 令和３年５月６日〕 

・ 海洋教育で身に付けさせたい資質・能力について 

・ 今年度の計画及び学校に配当する予算について 

・ 教育課程特例校申請について 

・ 海洋教育推進協議会による校内研修について 

〔第２回 令和３年９月 14日〕GoogleMeetを用いたオンライン会議 

・ 令和４年度以降の特別の教育課程について 

・ 「第２回海洋教育フェア」について 

 

② 与論町教職員等夏季研修会 

タイトル：探究的な営みとしての海洋教育 

講  師：田口 康大先生（一般社団法人 3710Lab主宰/東京大学海洋教育センター特任講師） 

実 施 日：令和３年８月 20日  

参 加 者：町内小・中・高等学校職員  

目  的： 

「海洋教育」についてのよくある先入観から脱し、その目指すところへの理解を深めること 

内  容：  

・ 海洋教育に関する政策 

・ 海洋教育の歴史 

・ 海洋教育が取り組まれている背景 

・ 海洋教育は何を目指すのか 

・ 与論町の場合 

・ 海洋教育の探究例 

・ 海洋教育の先進地域（一例） 
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③ 講演会 

タイトル： 今，島の子供たちに必要な教育とは ～ゆんぬで育つ，学び続ける人～ 

講  師：村瀬 公胤先生（一般社団法人麻布教育研究所所長・教育コンサルタント） 

実 施 日：令和３年 10日 21日  

参 加 者：町内小・中・高等学校職員，保護者及び教育に関心のある町民 

内  容：  

・ 「ゆんぬ」への思い 

・ 非認知能力を探究学習で育む 

・ 海洋教育で地域と協働することの大切さ 

 

④ 講演会 

タイトル：「これからの海洋教育の前提としての気候変動と SDGs」  

講  師：大岩根 尚先生 

実 施 日：令和３年 10日 19日  

参 加 者：学校職員，海洋教育推進協議会関係者，保護者，地域住民 

目  的：海洋教育を通じて，自分たちは世界的な課題解決のために何ができるかを考える 

内  容：  

・ グループワークでの課題の共有：「海洋教育と SDGs」 

・ レクチャー 

 ① 気候変動の現状 

 ② 自分とのつながり 

 ③ SDGsと海洋教育の可能性 

・ 全体での意見交換 

 

⑤ 第２回ヨロン海洋教育フェア  

実施日：令和４年１月 28日 

会 場：砂美地来館 

 

参加者：与論小学校 ５年生 17名       与論中学校    ２年生   58 名 

    茶花小学校 ６年生 24名       与論高等学校 １・２年生  69 名 

    那間小学校 ５年生 11名             （児童生徒 計 179 名） 

    引率教員・地域サポーター・保護者 

目的：  

 ⑴ 町内の小・中・高等学校が海洋教育の学習成果を共有することで，児童生徒の個々の学び 

  を深める機会とする。 

 ⑵ 与論の海，海に守られた伝統・文化，海と共に生きる人々の姿について児童生徒と地域の 

  大人が学び合うことで，海洋教育の地域展開を推進する。 

内容：14：10 ～ 14：15 ( 5)  開会式 

             ・ 開会のあいさつ（教育長） 

             ・ フェアの流れの説明 
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 14：15 ～ 14：27 (12)  与論小学校の発表（５年生） 

 14：29 ～ 14：41 (12)  茶花小学校の発表（６年生） 

 14：43 ～ 14：55 (12)  那間小学校の発表（５年生） 

 14：55 ～ 15：00 ( 5)  休憩 

 15：00 ～ 15：12 (12)  与論中学校の発表（２年生） 

 15：14 ～ 15：29 (15)  与論高等学校の発表（１・２年生代表者） 

 15：35 ～ 15：40 ( 5)  閉会式 

             ・ 講評（海洋教育部会会長） 

             ・ 閉会のあいさつ（海洋教育部会顧問） 

    

第 2回ヨロン海洋教育の風景（各学校代表学年が参加，発表） 

 

外部機関との連携 

① 地域サポーター会 

実施日：令和３年５月 12，13日（少人数で複数回実施） 

参加者：地域サポーター19名，海洋教育推進協議会事務局 

目 的：与論町海洋教育に関し，地域の理解，協力を得る。 

内 容： 

（１）与論町海洋教育について 

   ・ 海洋教育とは 

   ・ 与論町での取組（活動実績と計画） 

   ・ 町全体で取り組む必要性 
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（２）与論中学校，与論高等学校で実施される授業について 

   ・ 実施授業の「ねらい」について 

   ・ 協力依頼内容について 

   ・ 質疑応答 

（３）意見交換  

 昨年度に引き続き，今年度も地域サポーター会を実施。昨年度から継続して参加して頂いた方

に加え，今年度新たな方々にも参加して頂くことができた。会では与論町で取り組む「海洋教育」

に関しての説明に加え，各学校で実際に実施された授業内容，その目的などを知っていただくこ

とができた。「与論町海洋教育」が地域の方々にどれくらい浸透しているのか，どのように伝わっ

ているのかなどを知る機会となっている。 

 また，与論中学校，与論高等学校で実施される授業に御協力いただき，地域と協同した授業の

実施へと繋げることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 与論高等学校「ゆんぬ」の授業風景（地域サポーターが講師として参加） 

 

② 地域サポーター，町外を含む団体，教育機関等による海洋教育授業用提案書企画・作成 

登録授業数：12団体，52提案書（令和３年 12月８日時点） 

 

地域・保護者を対象とした報告会等の実施状況 

① 与論町教育委員会・海洋教育 HP「Newsletter」の掲載 

実績：令和３年度６回発行（令和４年１月時点） 

内容： 

 与論町各学校，地域で実施されている海洋教育活動の取材している。主に教育関係者，町民に

向けとして活用している。 

② 海洋教育推進協議会公式 Instagramの更新 

実績：令和３年度 26回更新（令和４年１月時点） 

内容： 

 与論町各学校，地域で実施されている海洋教育活動の取材している。町内外の海洋教育に興味

関心がある方向けとして活用している。 
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与論町海洋教育推進協議会インスタグラムより                       与論町教育委員会 HPより 

 

その他教育委員会としての取り組み 

① 与論町子ども議会～ゆめ議会 2021～ 

実施日：令和４年１月７日（金） ９：00～11：00 

参加者：ゆめ議員 12名（小・中学生，高校生），答弁者，来賓，傍聴者 

目 的： 

（1） 与論町の課題について異年齢集団で協議したり，模擬議会で質問や提案をしたりするこ  

   とにより，社会参画に対する意欲を高めるとともに個々のリーダー性を培う。 

（2） 児童生徒が町づくりについて意見を表明する機会を保障するとともに，地域住民が町議会の働きや 

   行政の取組をより身近に感じるための機会とする。 

  内 容： 

・ ５月 29日（土）10:00～11:30「第１回ゆめ議員ミーティング」役場多目的ホールにて 

               ※ 顔合わせ，議場見学等 

・ 11月３日（水）10:00～11:30「第２回ゆめ議員ミーティング」役場多目的ホールにて 

               ※ 地域との意見交換，質問内容の再検討 

・ 11月 20・27 日（土）10:00～11:30「第３回ゆめ議員ミーティング」役場多目的ホールにて 

               ※ ２日間のうち都合のよい日に出席 

               ※ 質問・提案文の作成，地域との意見交換 

・ 12月 24日（金）14:00～15:30「第４回ゆめ議員ミーティング」与論町議会 議場にて 

               ※ リハーサル 

・ １月７日（金） 9:00～11:00「与論町子ども議会～ゆめ議会 2021～」当日 

 ８：00 町教委事務局集合 

８：30 ゆめ議員集合，傍聴者受付 

８：50 来賓・各課課長等来場 

９：00 町長あいさつ，各課長等紹介 

９：15 開会・ゆめ議員質問，課長等答弁 

        ※ 質問３分＋答弁３分×10人＝60分 

10：30 お礼の言葉 

10：35 ゆめ議員感想発表 
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10：55 教育長あいさつ 

11：00 閉会・解散 

※ 子ども議会においては「与論の海ごみ問題」や「拾い箱の増設」などの海の保全について意見・

質問が出され，関係各課が今後のアクションに関する答弁をした。 

活動参加校名 

1.与論町立与論小学校 

2.与論町立茶花小学校 

3.与論町立那間小学校 

4.与論町立与論中学校 

5.鹿児島県立与論校高等学校 


